
新たに建設された兵庫区総合庁舎。消防署と区役所の合築でありながら、建物として一体感のある外観。さらに兵庫区のシンボルとなるよう、湊川公園とも一体性のある親しみあるデザインとした。

小便器コーナーには、大人用とは別に幼児用小便器も設置し、大人から子どもまで安心して利用できるトイレとなっている。全4ブースのうち1ヶ所には、お子様連れに配慮してベビーチェアを設置。ウォシュレットや音姫を採用するとともに、ボタンを押すたびに発電し電源工事や乾電池の交換が不要なエコリモコンが設置されている。洗面器の1ヶ所は、お子様の使いやすさを考慮して低め（H＝605mm）に設置。洗面コーナーの向かいには、おむつ交換スペースや幼児用小便器を備えた、キッズコーナーを配置している。5Fには、こども家庭支援課があるため、車いす使用者のほか乳幼児連れにも配慮した設備を充実させている。

子育てに関する専門的知識を有する担当者が常駐する子育て広場を整備。子育て中の親子が気軽に集い、語り、子育て相談や情報提供が行われる。利用は乳児から2～3歳くらいが中心となっている。

ホールでのイベント開催時などにおける集中利用を想定し、連続洗浄できるパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を設置。親子で利用できるひろびろブースも設けている。トイレ入口に触知図を掲示し、トイレ内部の設備を確認できるようにしている。2Fは、特に区民ホールが設けられているため、基準階よりブース数を多めに設置している。2Fには、座席数360席の「みなとがわホール」を併設。音響や照明など、充実した舞台装置を有する区民ホールとして、区民のさまざまな活動の場として利用される。男性トイレの大便器ブースにも、お子様連れに配慮してベビーチェアを設置している。

利用者が身体状況にあわせて使いやすい方を選べるように、左右勝手違いでだれでもトイレを設置している。大きなイラストと色分けにより、男女トイレとだれでもトイレ、それぞれの位置や機能がひと目でわかるようにしている。特にサインについては、クリエイティブディレクターに相談し、綿密に検討を進めた。
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5F トイレ入口 大きなイラストと色分けにより、男女トイ
レとだれでもトイレ、それぞれの位置や
機能がひと目でわかるようにしている。
特にサインについては、クリエイティブ
ディレクターに相談し、綿密に検討を
進めた。

5F だれでもトイレ 利用者が身体状況にあわせて使い
やすい方を選べるように、左右勝手違
いでだれでもトイレを設置している。

5F男性トイレ 
大便器ブース

男性トイレの大便器ブースにも、お子
様連れに配慮してベビーチェアを設置
している。

2F みなとがわホール 2Fには、座席数360席の「みなとがわ
ホール」を併設。音響や照明など、充
実した舞台装置を有する区民ホール
として、区民のさまざまな活動の場とし
て利用される。

2F トイレサイン トイレ入口に触知図を掲示し、トイレ内
部の設備を確認できるようにしている。
2Fは、特に区民ホールが設けられて
いるため、基準階よりブース数を多め
に設置している。

2F女性トイレ 
ひろびろブース

ホールでのイベント開催時などにおけ
る集中利用を想定し、連続洗浄できる
パブリックコンパクト便器・フラッシュタン
ク式を設置。親子で利用できるひろび
ろブースも設けている。

6F おやこふらっとひろば 子育てに関する専門的知識を有する
担当者が常駐する子育て広場を整
備。子育て中の親子が気軽に集い、
語り、子育て相談や情報提供が行わ
れる。利用は乳児から2～3歳くらいが
中心となっている。

5F だれでもトイレ 5Fには、こども家庭支援課があるた
め、車いす使用者のほか乳幼児連れ
にも配慮した設備を充実させている。

5F女性トイレ
洗面・キッズコーナー

洗面器の1ヶ所は、お子様の使いやす
さを考慮して低め（H＝605mm）に設
置。洗面コーナーの向かいには、おむ
つ交換スペースや幼児用小便器を備
えた、キッズコーナーを配置している。

5F女性トイレ 
大便器ブース

全4ブースのうち1ヶ所には、お子様
連れに配慮してベビーチェアを設置。
ウォシュレットや音姫を採用するととも
に、ボタンを押すたびに発電し電源工
事や乾電池の交換が不要なエコリモ
コンが設置されている。

5F男性トイレ 
小便器コーナー

小便器コーナーには、大人用とは別
に幼児用小便器も設置し、大人から
子どもまで安心して利用できるトイレと
なっている。

外観 新たに建設された兵庫区総合庁舎。
消防署と区役所の合築でありながら、
建物として一体感のある外観。さらに
兵庫区のシンボルとなるよう、湊川公
園とも一体性のある親しみあるデザイ
ンとした。
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建築概要
名称	 兵庫区総合庁舎
所在地	 兵庫県神戸市兵庫区荒田町1-21-1
施主	 神戸市
設計	 株式会社大建設計
施工	 柄谷・寄神特定建設工事共同企業体
竣工年月	 2019年7月（区役所部分）
敷地面積	 2,717.03㎡
建築面積	 2,249.92㎡
延床面積	 15,824.91㎡
構造・階数	 鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造・地下1階、地上9階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS497BC
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5533AUS
スペア付紙巻器：YH150 R/L S
自動洗浄小便器：UFS900J系
洗面器：L548U
壁掛洗面器：L270C
台付自動水栓：TENA12A
コンパクトオストメイトパック：UAS82RDB1NW
パブリック用手すり：T112CU22、T113BL11、T113HK7R
幼児用腰掛式便器：CS300B
幼児用小便器：U310GY
ベビーシート：YKA25系
ベビーチェア：YKA16系、YKA15系
収納式多目的シート：EWC520AR系

水まわりの特長
建物の特徴
以前の兵庫区総合庁舎は、神戸市の区役所の中で最も建築年次が古く、手狭さや設備の老朽化、バリアフリー化の必要性などの課題を抱えていた。また、地域住民から音響・照明等の設備が整った区民ホールの建設要望が上がっていたこともあり、区民ホールを併設した区役所庁舎を湊川公園内に建設。さらに、以前の総合庁舎を解体した場所に消防署庁舎を建設することとし、2019（令和元）年7月に区役所部分が竣工した。区役所と消防署の合築とし、建物として一体感のある総合庁舎は、兵庫区のシンボルとなるべく湊川公園とも一体性のある親しみあるデザイン。防災拠点の機能としては、耐震構造・非常用発電機72時間対応など備えており、屋上にはヘリコプターからの救援物資など届けられるスペースを確保している。

トイレの特長
以前の兵庫区総合庁舎内のトイレは、老朽化により使い心地の良いトイレとは言えなかったため、今回の建替えに伴いトイレを一新。広さ・設備・配置・サインなどの要素を踏まえて計画を練り、子ども連れやさまざまな身体状況の方など、だれもが使いやすい快適な空間を実現した。区民ホールがある2Fは、混雑解消を見据えたトイレ設計。お子様連れが多く利用する5F、6Fのトイレは、お子様連れに配慮し、だれでもトイレには、幼児の体格にあわせた幼児用大便器や幼児用小便器など最新の器具が設置されるなど、階数ごとでの使用目的に応じたトイレ計画がなされている。そのほかにも、節水性、メンテナンス性に配慮された器具を選定することで職員、来庁者も快適に利用できるトイレとなった。

みなとがわホールが隣接しているため、基準階よりブースの数も多めに設置している。乳幼児連れに配慮して、男性トイレにも、個室のおむつコーナーを設置。まわりを気にせずゆっくり交換ができる。トイレ入口にピクトグラムと触知図を掲示し、内部の設備を確認できる。さらに、親しみのある身近なトイレとなるように、神戸市オリジナルの「こうべ・だれでもトイレ」シンボルマークを用いている。

イラストと色分けにより、男女トイレとだれでもトイレがひと目でわかるようにしている。壁には地場産の木を用いることで柔らかな印象の空間になっている。 大きなイラストと色分けにより、遠くからでもひと目で男女トイレがわかるようにしている。

最も来庁者の多い1Fトイレは、特に小さなお子様連れに配慮して、男女トイレ共に個室のおむつコーナーを設置。まわりを気にせずゆっくり交換できる設えとしている。利用者の多い1Fの「だれでもトイレ」には、小さなお子様連れや車いす使用者、オストメイトなどさまざまな使用者を想定して、オストメイト対応トイレパックやベビーチェア、収納式多目的シートを完備している。女性トイレにはベビーケアルーム（授乳室）を設置。おむつ交換用のベビーシートも備えているので、落ち着いて利用できる。

利用者が身体状況にあわせて使いやすい方を選べるように、左右勝手違いでだれでもトイレを設置。また、こども家庭支援課のあるフロアとして、乳幼児連れに配慮した設備を備えている。
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5Fトイレ図面 利用者が身体状況にあわせて使い
やすい方を選べるように、左右勝手違
いでだれでもトイレを設置。また、こども
家庭支援課のあるフロアとして、乳幼
児連れに配慮した設備を備えている。

1F女性トイレ 
ベビーケアルーム

女性トイレにはベビーケアルーム（授
乳室）を設置。おむつ交換用のベビー
シートも備えているので、落ち着いて
利用できる。

1F だれでもトイレ 利用者の多い1Fの「だれでもトイレ」
には、小さなお子様連れや車いす使
用者、オストメイトなどさまざまな使用
者を想定して、オストメイト対応トイレ
パックやベビーチェア、収納式多目的
シートを完備している。

1Fトイレ図面 最も来庁者の多い1Fトイレは、特に小
さなお子様連れに配慮して、男女トイ
レ共に個室のおむつコーナーを設置。
まわりを気にせずゆっくり交換できる設
えとしている。

1F トイレサイン① 大きなイラストと色分けにより、遠くから
でもひと目で男女トイレがわかるように
している。

1F トイレ入口 イラストと色分けにより、男女トイレとだ
れでもトイレがひと目でわかるようにし
ている。壁には地場産の木を用いるこ
とで柔らかな印象の空間になってい
る。

1F トイレサイン② トイレ入口にピクトグラムと触知図を掲
示し、内部の設備を確認できる。さら
に、親しみのある身近なトイレとなるよう
に、神戸市オリジナルの「こうべ・だれ
でもトイレ」シンボルマークを用いてい
る。

1F男性トイレ 
おむつコーナー

乳幼児連れに配慮して、男性トイレに
も、個室のおむつコーナーを設置。まわ
りを気にせずゆっくり交換ができる。

2Fトイレ図面 みなとがわホールが隣接しているた
め、基準階よりブースの数も多めに設
置している。

水まわりの特長
建物の特徴
以前の兵庫区総合庁舎は、神戸市の区役所の中で最も建築年次が古く、手狭さ
や設備の老朽化、バリアフリー化の必要性などの課題を抱えていた。また、地域住
民から音響・照明等の設備が整った区民ホールの建設要望が上がっていたことも
あり、区民ホールを併設した区役所庁舎を湊川公園内に建設。さらに、以前の総
合庁舎を解体した場所に消防署庁舎を建設することとし、2019（令和元）年7月に
区役所部分が竣工した。区役所と消防署の合築とし、建物として一体感のある総
合庁舎は、兵庫区のシンボルとなるべく湊川公園とも一体性のある親しみあるデザ
イン。防災拠点の機能としては、耐震構造・非常用発電機72時間対応など備えて
おり、屋上にはヘリコプターからの救援物資など届けられるスペースを確保してい
る。

トイレの特長
以前の兵庫区総合庁舎内のトイレは、老朽化により使い心地の良いトイレとは言え
なかったため、今回の建替えに伴いトイレを一新。広さ・設備・配置・サインなどの要
素を踏まえて計画を練り、子ども連れやさまざまな身体状況の方など、だれもが使
いやすい快適な空間を実現した。区民ホールがある2Fは、混雑解消を見据えたト
イレ設計。お子様連れが多く利用する5F、6Fのトイレは、お子様連れに配慮し、だ
れでもトイレには、幼児の体格にあわせた幼児用大便器や幼児用小便器など最
新の器具が設置されるなど、階数ごとでの使用目的に応じたトイレ計画がなされて
いる。そのほかにも、節水性、メンテナンス性に配慮された器具を選定することで
職員、来庁者も快適に利用できるトイレとなった。
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